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（
４
〜
７
ペ
ー
ジ
上
段
ま
で
）

市
議
会
定
例
会
で
は
、
提
出
さ
れ
た
議
案
を
審
議
す
る
ほ
か
に
、
一
般
質
問
と
し
て
、
各
議
員
が
市
政
全
般
に
対
し
て

質
問
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
回
は
22
人
35
件
の
一
般
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（ 

他 

は
そ
の
他
の
質
問
）

武蔵台地区のまちづくりを
市ではどう考えているか

安心して安全に暮らせる
まちづくりを進めていきたい

市

内

の

公

園

に

ド

ッ

グ

ラ

ン

設

置

を

府
中
の
森
公
園
へ
の
設
置
に
つ
い
て

都

に

要

望

し

て

い

き

た

い

公
共
施
設
の
ト
ラ
ブ
ル

雨
漏
り
等
が
発
生
し
な
い
よ
う
に

　

　
管

理

部

門

を

設

置

す

る

考

え

は

組

織

の

設

置

に

つ

い

て

　

検

討

す

る

必

要

が

あ

る

歳入減による市民生活への影響
最小限に抑える対策は

基 金 、 市 債 等 活 用 し
最小限に抑えるよう努める

分倍河原駅南側の跨
こ

線橋
エレベーター設置の考えは

設　置　に　向　け
準備を進めていく

生
ご
み
処
理
機
か
ら
出
た
堆
肥
等

処　

理　

へ　

の　

対　

策　

は

資　

源　

化　

に　

向　

け

回
収
方
法
等
を
検
討
し
て

い
く

小
野
寺　

淳
議
員︵
市
政
︶　

武
蔵

台
地
区
は
、
都
立
府
中
病
院
等
の

医
療
関
係
施
設
や
市
立
小
・
中
学

校
、
武
蔵
台
公
園
等
、
公
の
施
設

が
多
い
地
域
で
あ
る
が
、
市
で
は

同
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
を
ど
う
考

え
て
い
る
か
。

　

ま
た
、
住
民
の
減
少
に
よ
る
武

蔵
台
小
学
校
の
児
童
の
減
少
に
つ

い
て
、
対
策
等
、
市
の
考
え
は
。

市
長　

同
地
区
に
お
い
て
は
、
周

辺
の
都
市
基
盤
施
設
と
連
携
を
図

り
つ
つ
、
大
規
模
施
設
と
住
宅
が

調
和
す
る
良
好
な
都
市
環
境
の
維

持
・
保
全
に
努
め
、
安
心
し
て
安

全
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

教
育
部
長　

同
校
の
児
童
数
は
、

10
年
間
で
約
１
０
０
人
減
少
し
て

い
る
が
、
平
成
22
年
度
か
ら
は
、

新
入
学
児
童
が
増
加
傾
向
と
な
り
、

26
年
度
に
は
全
体
の
児
童
数
を
３

５
０
人
と
見
込
ん

で
い
る
。

　

ま
た
、
学
区
の

見
直
し
検
討
協
議

会
で
、
同
校
地
区

に
お
け
る
児
童
の

減
少
対
策
等
も
含

め
、
慎
重
に
検
討

し
て
い
き
た
い
。

他 

西
東
京
警
察
病
院

の
概
要
と
今
後
の
動

向
に
つ
い
て

市
川　

一
德
議
員︵
市
政
︶　

少
子

化
等
の
背
景
に
よ
り
、
ペ
ッ
ト
の

飼
育
数
は
増
加
し
て
い
る
。
例
え

ば
、
四
谷
さ
く
ら
公
園
に
、
現
環

境
を
有
効
利
用
し
た
ド
ッ
グ
ラ
ン

の
設
置
を
検
討
す
る
考
え
は
な
い

か
。

水
と
緑
事
業
本
部
長　

ド
ッ
グ
ラ

ン
を
設
置
す
る
に
は
、
一
定
規
模

以
上
の
面
積
の
あ
る
公
園
が
必
要

と
な
る
。
ま
た
、
公
園
利
用
者
や

愛
犬
家
同
士
の
ト
ラ
ブ
ル
対
応
、

夜
間
の
管
理
体
制
、
駐
車
場
を
含

め
た
用
地
の
確
保
等
、
管
理
運
営

の
在
り
方
な
ど
か
ら
市
が
管
理
す

る
公
園
内
に
設
置
す
る
こ
と
は
難

村
井　

浩
議
員︵
市
フ
ォ
︶　

新
築
間

も
な
い
ル
ミ
エ
ー
ル
府
中
で
は
、

外
壁
の
ひ
び
割
れ
や
雨
漏
り
が
発

生
し
て
い
る
が
、
こ
れ
以
外
に
ト

ラ
ブ
ル
の
発
生
は
あ
る
か
。

文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
長　

コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
基
盤
の
初
期
不
良
に
よ
る
電

話
の
一
時
不
通
や
会
議
室
の
間
仕

切
り
壁
の
調
整
不
良
等
が
あ
っ
た
。

議
員　

市
民
の
財
産
で
あ
る
公
共

施
設
を
、
よ
り
よ
い
も
の
に
す
る

た
め
に
、
第
三
者
に
よ
る
チ
ェ
ッ

ク
が
必
要
と
考
え
る
。
ま
た
、
ト

ラ
ブ
ル
が
二
度
と
起
き
な
い
よ
う
、

公
共
施
設
に
か
か
わ
る
管
理
部
門

を
持
つ
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

政
策
総
務
部
長　

行
政
の
チ
ェ
ッ

ク
体
制
の
指
摘
に
つ
い
て
は
、
今

後
、
こ
の
よ
う
な
ト
ラ
ブ
ル
を
未

然
に
防
ぐ
た
め
に
も
、
外
部
の
工

事
専
門
家
に
よ
る
監
査
の
導
入
の

検
討
と
あ
わ
せ
、
公
共
施
設
の
管

理
に
か
か
わ
る
組
織
の
設
置
を
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

他 

昨
年
第
２
回
定
例
会
で
医
師
の
往
診

等
、
市
民
の
自
宅
療
養
中
に
関
連
し
た

諸
問
題
に
つ
い
て
調
査
を
お
願
い
し
た

が
ど
う
な
り
ま
し
た
か

村
木　

茂
議
員︵
市
政
︶　

平
成
20

年
度
よ
り
、
第
5
次
府
中
市
総
合

計
画
後
期
基
本
計
画
が
ス
タ
ー
ト

し
、
本
市
の
各
担
当
部
署
で
は
、

様
々
な
施
策
が
推
進
さ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
20
年
後
半
頃
に
起
き

た
世
界
同
時
不
況
に
よ
り
、
我
が

国
の
経
済
は
多
大
な
影
響
を
受
け
、

今
後
、
本
市
の
市
税
収
入
は
、
減

収
が
見
込
ま
れ
て
い
る
と
聞
く
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
本
市
は
、
22

年
度
予
算
編
成
に
あ
た
り
、
歳
入

減
に
伴
う
事
業
の
精
査
を
ど
の
よ

う
な
観
点
で
行
う
の
か
聞
き
た
い
。

財
政
担
当
参
事　

事
業
の
精
査
は
、

事
業
全
般
に
わ
た
り
、
必
要
性
な

ど
を
見
極
め
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ア

ン
ド
・
ビ
ル
ド
を
基
本
と
し
て
行

っ
て
い
き
た
い
。

議
員　

歳
入
減
等
に
よ
る
事
業
の

し
い
と
考
え
る
。

議
員　

都
立
府
中
の
森
公
園
は
大

き
な
敷
地
で
、
駐
車
場
も
あ
る
が
、

都
に
対
し
て
ド
ッ
グ
ラ
ン
設
置
の

要
望
を
す
る
考
え
は
。

水
と
緑
事
業
本
部
長　

平
成
19
年

に
都
と
協
議
し
た
経
過
が
あ
り
、

設
置
す
る
基
準
の
一
つ
に
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
等
の
活
動
実
績
な
ど
が

不
可
欠
と
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の

こ
と
か
ら
必
要
に
応
じ
た
支
援
策

等
の
環
境
整
備
を
検
討
し
、
都
に

要
望
し
て
い
き
た
い
。

延
期
な
ど
に
対
し
て
は
、
市
民
生

活
へ
の
影
響
を
最
小
限
に
抑
え
る

べ
き
と
思
う
が
、
市
の
対
策
は
。

財
政
担
当
参
事　

財
政
の
健
全
性

を
維
持
し
な
が
ら
、
基
金
、
市
債

の
積
極
的
な
活
用
を
図
る
こ
と
で

市
民
生
活
へ
の
影
響
を
最
小
限
に

抑
え
る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
。

林　

辰
男
議
員︵
市
政
︶　

分
倍
河

原
駅
は
、
京
王
線
、
南
武
線
と
も

に
構
内
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
設
置
さ

れ
て
大
変
便
利
に
な
っ
て
い
る
が
、

南
側
の
跨こ

線
橋
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

を
設
置
す
る
考
え
は
な
い
か
。

市
長　

同
駅
南
側
の
跨
線
橋
へ
の

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
に
つ
い
て
は
、

改
札
付
近
の
こ
う
配
の
解
消
等
の

課
題
は
あ
る
が
、
平
成
22
年
度
の

設
置
に
向
け
準
備
を

進
め
て
い
き
た
い
。

議
員　

跨
線
橋
の
改

修
に
つ
い
て
、
駅
改

札
付
近
は
か
な
り
こ

う
配
が
き
つ
く
、
冬

場
に
雨
が
降
る
と
路

面
が
凍
結
し
、
滑
り

や
す
く
な
る
た
め
、

路
面
の
改
修
を
し
て

ほ
し
い
が
ど
う
か
。

都
市
整
備
部
長　

跨

線
橋
の
改
修
に
つ
い

て
は
、
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
の
設
置
工
事
に
あ

わ
せ
、
鉄
部
の
塗
装

や
各
部
の
汚
れ
の
除
去
等
を
中
心

と
し
た
改
修
を
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
Ｊ
Ｒ
な
ど
関
係
者
と
協

議
し
、
改
札
付
近
の
路
面
を
滑
り

に
く
い
材
質
に
改
善
す
る
な
ど
の

改
修
も
行
い
た
い
と
考
え
る
。

比
留
間　

利
蔵
議
員︵
市
政
︶　

平

成
22
年
2
月
よ
り
家
庭
ご
み
が
有

料
化
さ
れ
る
中
、
生
ご
み
処
理
は

市
民
の
関
心
が
高
い
問
題
で
あ
る
。

　

市
は
、
生
ご
み
処
理
機
の
購
入

費
補
助
を
行
っ
て
い
る
が
、
現
状

の
問
題
点
に

つ
い
て
知
り

た
い
。

ご
み
改
革
推

進
本
部
長　

継
続
利
用
者

が
少
な
い
点

等
が
挙
げ
ら

れ
る
。
今
後
、

ご
み
有
料
化

に
伴
い
、
他

市
の
例
な
ど
か
ら
、
生
ご
み
処
理

機
の
購
入
者
増
が
予
想
さ
れ
る
の

で
、
講
習
会
の
開
催
、
ア
フ
タ
ー

フ
ォ
ロ
ー
の
実
施
等
を
行
い
、
効

果
的
な
補
助
金
の
支
出
を
図
っ
て

い
く
。

議
員　

生
ご
み
処
理
機
の
購
入
費

補
助
を
生
か
し
て
、
よ
り
快
適
な

環
境
が
で
き
る
よ
う
に
す
べ
き
と

思
う
。
ま
た
、
市
民
か
ら
、
生
ご

み
処
理
機
か
ら
出
る
堆
肥
等
を
使

う
こ
と
が
な
く
、
結
局
ご
み
と
し

て
処
理
し
て
し
ま
う
と
の
声
を
聞

く
が
、
市
の
対
策
は
。

ご
み
改
革
推
進
本
部
長　

堆
肥
等

の
資
源
化
の
た
め
、
回
収
方
法
及

び
資
源
化
ル
ー
ト
に
つ
い
て
、
し

っ
か
り
と
し
た
仕
組
み
を
つ
く
る

こ
と
を
今
後
検
討
し
て
い
く
。

他 

小
学
校
の
校
舎
及
び
校
庭
に
つ
い
て

　▲安心・安全なまちづくりを

　▲生ごみ処理機　

　▲分倍河原駅南側の跨線橋　


